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電
話
番
号 

０
４
２-

３
５
８-

９
３
３
０ 

書 

荒
井
紫
峰 

先
生 

  

つ
ば
さ
通
信
９
月
号 

 

【 

事
務
よ
り
お
知
ら
せ 

】 

左
記
の
日
時
、
法
律
で
年
一
回
の
点

検
が
決
め
ら
れ
て
い
る
「
電
気
工
作
物

点
検
」
を
行
い
ま
す
。 

点
検
中
は
、
施
設
内
が
全
て
停
電
と

な
り
、
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
「
照
明
」

「
水
道
」
な
ど
、
電
気
を
必
要
と
す
る

も
の
は
一
切
使
用
で
き
ま
せ
ん
。 

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
が
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。 

停
電
日
時 

 

十
一
月
一
日 

(

日
曜
日)

 

午
前
十
時
半
か
ら
二
時
間
程
度 

 
 

夏
祭
り
の
ご
報
告
（
入
所
） 

 

去
る
八
月
二
十
三
日
（
日
曜
日
）、
当
施
設
恒
例

の
「
ウ
イ
ン
グ
夏
祭
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

ご
利
用
者
の
皆
様
に
は
、
お
祭
り
気
分
を
楽
し

ん
で
も
ら
う
べ
く
、
「
か
き
氷
」
、
「
チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
」
、
「
大
根
も
ち
」
、
「
ラ
ム
ネ
」
「
ビ
ー
ル
（
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
）
」
な
ど
を
ご
用
意
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

地
元
自
治
会
の
「
四
谷
女
性
の
会
」、「
四
谷
青

年
会
」
の
皆
様
と
と
も
に
、
「
東
京
音
頭
」
、
「
炭

坑
節
」
、
府
中
市
の
「
府
中
小
唄
」
な
ど
、
盆
太

鼓
に
合
わ
せ
踊
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

「
四
谷
女
性
の
会
」
の
皆
様
の
踊
り
の
輪
の
中

に
、
ご
利
用
者
の
皆
様
も
加
わ
り
、
踊
り
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

  
 

 

 
 

 

          
盆
踊
り
を
楽
し
ん
だ
あ
と
は
、
「
府

中
囃
子
保
存
会
武
藏
台
支
部
」
の
皆
様
に

も
ご
協
力
頂
き
、
ご
利
用
者
の
皆
様
の
席

を
「
獅
子
舞
」、「
お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
」

が
賑
や
か
に
回
り
、
獅
子
舞
の
力
強
い
動

き
、
子
供
達
が
演
じ
る
可
愛
い
お
か
め
、

ひ
ょ
っ
と
こ
の
踊
り
に
、
皆
様
大
興
奮
で

拍
手
喝
采
し
ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ご
参
加
い
た
だ
い

た
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、
ご
参
加
頂
き

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ス
タ

ッ
フ
一
同
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会  当日のお囃子の様子 

当日の踊りの様子です 

 
 

夏
祭
り
の
報
告
（
通
所
） 

 

八
月
二
十
二
日
（
土
曜
日
）
、
通
所

リ
ハ
ビ
リ
の
夏
祭
り
を
開
催
し
ま
し

た
。 お

ば
け
屋
敷
や
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん

で
頂
い
た
後
、
職
員
手
作
り
の
お
神

輿
、
盆
踊
り
、
カ
ラ
オ
ケ
に
ス
イ
カ
割

り
と
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

皆
様
か
ら
「
夏
祭
り
楽
し
か
っ
た
な

ー
、
本
当
楽
し
か
っ
た
。
」「
夏
祭
り
楽

し
か
っ
た
よ
～
。
た
く
さ
ん
準
備
し
て

く
れ
て
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
、
あ
り

が
と
う
。
」
な
ど
の
お
声
を
た
く
さ
ん

頂
戴
し
ま
し
た
。
当
日
、
ご
参
加
頂
い

た
、
ご
利
用
者
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

９
月
行
事
敬
老
会
の
お
知
ら
せ 

 

日
時 

九
月
十
三
日
（
日
曜
日
） 

内
容 

喜
寿
、
米
寿
な
ど
を
迎
え
ら
れ
た
皆
様
の

表
彰
と
職
員
に
よ
る
余
興
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日

施
設
内
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 

 

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会 

  盆踊りの様子 

国
勢
調
査
の
実
施
に
際
し
て 

 
 
 
 
 
 
 

（
協
力
の
お
願
い
） 

 

十
日
一
日
現
在
を
基
準
日
と
し
て
国
勢
調
査

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
当
施
設
は
市
役
所
か
ら
調

査
実
施
の
委
託
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で

ご
家
族
や
ご
関
係
者
の
皆
様
に
左
記
の
内
容
で

お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

① 

国
勢
調
査
で
は
当
施
設
を
一
軒
の
家
と

し
て
、
ご
入
所
者
は
当
施
設
の
世
帯
員
と

な
り
ま
す
。
十
月
一
日
時
点
で
「
三
ヶ
月

以
上
入
所
さ
れ
て
い
る
方
」
「
三
ヶ
月
以

上
入
所
予
定
の
方
」
の
場
合
に
は
、
施
設

で
各
ご
利
用
者
様
の
「
調
査
票
」
を
作
成

し
、
府
中
市
役
所
に
提
出
し
ま
す
。
こ
の

た
め
、
ご
自
宅
等
に
配
布
さ
れ
た
「
調
査

票
」
に
は
、
絶
対
に
ご
利
用
者
様
の
内
容

は
記
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
（
同
一
人
物

が
二
人
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
正

確
な
国
勢
調
査
と
な
り
ま
せ
ん
）。 

②
外
出
・
外
泊
を
除
き
、
医
療
機
関
な
ど
か

ら
近
々
当
施
設
に
戻
ら
れ
る
予
定
で
も
、

三
ヶ
月
以
上
入
所
に
該
当
し
ま
せ
ん
の

で
、
ご
自
宅
等
に
配
布
さ
れ
た
「
調
査
票
」

に
ご
記
入
下
さ
い
（
施
設
で
は
記
入
い
た

し
ま
せ
ん
）。 

 

事
務
よ
り
お
知
ら
せ 

 

利
用
料
の
お
支
払
い
は
、
毎
月
十
五

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
期

日
ま
で
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
な
お

窓
口
で
の
お
支
払
い
は
年
中
無
休
、
午

前
８
時
か
ら
午
後
十
八
時
ま
で
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。 

 

 
 
 
 

九
月
の
行
事
予
定 

 

六
日 

（
日
）
３
階
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ 

七
日 

（
月
）
２
階
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ 

九
日 

（
水
）
４
階
お
や
つ
バ
イ
キ
ン
グ 

 

十
三
日
（
日
）
敬
老
会 

 

二
十
一
日
（
月
）
季
節
の
食
事
（
昼
食
時
） 

 

二
十
七
日
（
日
）
お
楽
し
み
献
立
（
昼
食
時
） 

二
十
八
日
（
月
）
防
災
訓
練 
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